
仙台北部道路の整備効果

●効果１【工業団地への企業誘致を支援】

・仙台北部道路と国道４号との直結により、富谷町内

に計画中の工業団地への企業誘致を支援します。

●効果２【効率的な物流活動を支援】

・仙台北部道路の全線開通により、物流ルートの変更

など効率的な物流活動を支援します。
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●効果３【国道４号等の混雑緩和が期待】
・仙台北部道路の環状機能強化により、国道４号の交通量
が約２割削減され、慢性的な交通渋滞の緩和が期待され
ます。
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▲仙台北部道路開通後の国道４号交通量の変化予測

①Ａ社（運送業）
・冷蔵食品は定時性・高速
性が確保できる高速道路を
利用し、仙台塩釜港・仙台
空港背後地の拠点等を往
復搬送
(開通前：泉IC利用
⇒ 開通後：富谷IC利用)
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凡 例

②Ｂ社（外食産業）
・定時性・高速性が確保で
きる高速道路を利用し、三
陸方面へ食品等を搬送
(開通前：泉IC利用
⇒ 開通後：富谷IC利用)
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工業団地（整備予定）


	スライド番号 1

